
Ⅰ．はじめに
　近年の世界的規模での激しい社会的変化の情勢を鑑
みると，社会進出への最終段階とされる高等教育の役割
は，変化への適応力を育成する観点からも依然として
重要とされる（文部科学省，2018）．文部科学省中央教
育審議会答申の「学士課程教育の構築に向けて」（2008）
では，社会のグローバル化やユニバーサル段階に達した
大学教育の現状を踏まえ，これらに柔軟に対応できる人
材を育成するために学士課程で養成すべき能力として，
知識・理解，汎用的技能，態度・志向性，統合的な学
習経験と創造的思考力の 4 分野 13 項目からなる「学士
力」を提言している．また，経済産業省（2018）からは，
人生 100 年時代を踏まえ，職場や地域社会で多様な人々
と仕事をするために必要な基礎的な能力として，前に踏
み出す力（アクション），考え抜く力（シンキング），チー
ムで働く力（チームワーク）といった 3 つの能力で構成
される「社会人基礎力」を提言している．さらに，内閣
府（2003）からは，自立した一人の人間として力強く
生きていくための総合的な力として，知的能力的要素，
社会・対人関係力的要素，自己制御的要素の 3 つで構成
されている「人間力」が掲げられている．これらの能
力に共通するものとして，学生の主体性や積極性といっ
た自律的な態度，他者と協同して課題に取り組むといっ
た協調性，そしてその課題を解決するための実践的な能
力であると考えられる．しかし，大学に入学してくるま

での高大接続の移行段階で，学習習慣の身についてい
ない，学習目的が明確ではない，学習意欲が低いといっ
た学生の多様化に伴って（濱名，2008），先の能力養成
の妨げになることが推測され，大学での学びの系統性を
踏まえると早期にこれらの問題に着手すべきであると
考えられる．
　特に大学 1 年生の時期は「初期適応」の時期とされ
ており，学業面（目標意識の喪失や履修・学業の困難），
対人関係面（友達作りの困難），学生生活面（過剰適応
による疲労），進路面（将来への不安）といった多様な
課題があるとされる（日本学生支援機構，2007）．濱名

（2007）は，1 年生の中でも春学期（前期）段階での早
期適応が，その後のキャンパスでの学習や生活に影響し
ていることを指摘し，さらに早期適応によってその後も
適応感が持続していくことを明らかにしている．また，
広沢（2007）は，大学新入生が入学して半年後に学習面
で適応できるか否かは，高校までの学習技術や学習特性
と密接に関係していることを報告している．これらのこ
とから，大学生において 1 年次はその後の学習基盤を形
成するための重要な時期であると考えられる． 
　ところで , 大学生の心理的要素は性別によって違いが
あるとされている．例えば，松浦（2006）は，社会的ス
キル，共感経験，援助経験と新たに遭遇する援助場面で
の援助行動発動時にどのような影響を及ぼすのかを検
討し，共感経験は女子の方が男子よりも高く，共感不全
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経験は男子の方が女子よりも高いことを報告している．
また，大久保（2005）は，個人と環境の適合性の視点か
ら学校環境に適合しているかを測定できる青年用適応
感尺度を開発・使用し，下位尺度の「居心地の良さの感
覚」，「課題・目的の存在」は大学生においては女子が男
子よりも高く，より大学環境に適応していることを明ら
かにした．さらに，大学生および成人の自立性および自
律性には，性別によって違いがあることが明らかにされ
ている（福島，1997；大石ら，2007，2008）．このように，
大学生の心理的要素は性別によって異なる様相を示す
可能性がある．これらを踏まえると，大学生の心理的要
素を把握する上で，性別を考慮した検討が必要になると
考えられる．しかし，大学生の入学初期に着目し，性差
を検討した研究は見受けられるが，あくまで横断的研究
が中心であり，経時変化を捉えた縦断的研究は少数しか
見受けられない．先に示した「学士力」，「社会人基礎力」，

「人間力」に共通する能力の養成をスムーズに行い，よ
り良い人材を社会進出させるためにも，これらの知見
を蓄積していく必要が考えられる．そこで，本研究で
は自律的な態度や協調性，課題解決に向けた実践的な
能力を捉える側面として「共感性」，「共同体感覚」，「自
己効力感」，「自律性欲求」の 4 つの心理的要素に着目し
た．まず，「共感性」は，感情的な側面と認知的な側面
から構成される複合的な概念として捉えられており，他
者理解や援助を促進し，攻撃行動を抑制するなど，社会
生活を支える重要な能力の 1 つとされている（日道ほか，
2017）．次に，「共同体感覚」は，Adler の個人心理学に
おける中心的な概念であり，野田（1988）によって「所
属感」，「信頼感」，「貢献感」，「自己受容」といった 4 つ
の側面で構成されることが示されている．高坂（2012）
は，共同体感覚が高社会的行動と正の関連を示し，社
会的迷惑行動の中でもルールやマナーを破る行動とは
負の関連を示すことを明らかにしている．したがって，
これら 2 つの心理的要素は他者との関わりが重要とされ
るため，協調性に関係することが推測される．続けて「自
己効力感」は，個人がある状況において必要な行動を効
果的に遂行できる可能性の認知を指し，自己効力感を自
分がどの程度持ち合わせているかが，個人の行動の変容
を予測し，不適応な情動反応や行動を変化させるとされ
ている（Bandura，1977；成田ほか，1995）．これを踏ま
えると，課題解決に向けた実践力を有しているかの自信
に繋がる要素であると推測される．最後に「自律性欲求」
は，人間が生得的に有している「自己決定したい」とい
う欲求を指し，自尊感情や学習動機づけとの関連が報告
されている（安藤，2005，2006；佐藤，2012）．つまり，
大学での主体的・積極的な学びに必要である自律的な態
度の養成に向けた重要な要素であると考えられる．
　以上のことから，本研究では入学した直後の時期に着
目し，大学新入生の心理的要素（共感性，共同体感覚，
自己効力感，自律性欲求）の経時変化について，性別に
よる違いを考慮した検討をすることを目的とした．

Ⅱ．方法
1．調査対象者および調査時期
　関西地区の私立大学（1 校）に在籍している新入生を
対象に，2019 年 4 月上旬と 7 月中旬の計 2 回質問紙調
査を実施した．回答に欠損の無かった 96 名（平均年齢
18.40 ± 0.55 歳：男子 66 名，女子 30 名）を分析対象と
した．
2 ．調査内容
2-1．基本属性
　フェイスシートにて，基本的属性（性別，年齢，学籍
番号）について回答を求めた．
2-2．日本語版対人反応性指標
　共感性を測定するために，日道ほか（2017）が作成
した日本語版対人反応性指標を使用した．この尺度は，
共感の特性を複合的に測定する尺度として知られてい
る対人反応性指標（Davis，1980）の日本語訳版である．
同情などの他者指向的感情の換起されやすさを示す「共
感的関心」（7 項目），他者の視点に立ちその他者の気持
ちを考える程度を示す「視点取得）」（7 項目），他者の
苦痛の観察により自己に生起される不安や恐怖にとら
われてしまう程度を示す「個人的苦痛」（7 項目），物語
などのフィクションの登場人物に自分を置き換えるよ
う想像する傾向を示す「想像性」（7 項目）の下位尺度
から構成されている．回答形式は 5 件法で，「全く当て
はまらない」（1 点）から「非常によく当てはまる」（5 点）
で求め，分析には各下位尺度得点を用いた．
2-3．共同体感覚尺度
　共同体感覚を測定するために，高坂（2011）が作成し
た共同体感覚尺度を使用した．この尺度は共同体感覚を
構成する「私は共同体の一員だ」という感覚とされる所
属感，「共同体は私のために役に立ってくれるんだ」と
いう感覚とされる信頼感，「私は共同体のために役立つ
ことができる」という感覚とされる貢献感，「私は私の
ことが好きだ」という感覚とされる自己受容を測定する
ものである．現在所属している集団やその成員を信頼で
きている感覚，または信頼できる集団に所属できてい
る感覚を示す「所属感・信頼感」（10 項目），現在の自
分自身を肯定的に受け入れていることができている感
覚を示す「自己受容」（6 項目），人に対して主体的に貢
献することができている感覚を示す「貢献感」（6 項目）
の下位尺度から構成されている．回答形式は 5 件法で，

「全く当てはまらない」（1 点）から「とても当てはまる」
（5 点）で求め，分析には各下位尺度得点を用いた．
2-4．特性的自己効力感尺度
　自己効力感を測定するために，成田ほか（1995）が作
成した特性的自己効力感尺度を使用した．この尺度は，
具体的な個々の課題や状況に依存せずに，より長期的
に，より一般化した日常場面における行動に影響する自
己効力感を測定するものである．社会的スキルや職業
的能力の観点から 23 項目，1 因子構造であることが明
らかにされている．回答形式は 5 件法で，「全く当ては
まらない」（1 点）から「非常によく当てはまる」（5 点）
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で求められ，得点範囲の下限は 23 点，上限は 115 点と
なる．したがって，得点が高いほど自己効力感の程度が
大きいと判断される．分析には尺度得点を用いた．
2-5．自律性欲求尺度
　自律性を測定するために，安藤（2005）が作成した自
律性欲求尺度を使用した．この尺度は，自らの行動を決
定し，始発したいという自律性欲求の個人差を測定する
ものである．自分で考え，決定をしたいという欲求を
示す「自己決定」（9 項目），他者に従いたくないという
欲求を示す「独立」（6 項目）の下位尺度から構成され
ている．回答形式は 5 件法で，「当てはまらない」（1 点）
から「当てはまる」（5 点）で求め，分析には各下位尺
度得点を用いた．
3 ．倫理的配慮
　研究の目的および内容について調査対象者に説明を
した後，授業時間を利用して第一著者が質問紙調査を
実施した．調査票の表紙には本研究への協力は自由意
志によること，調査票への回答が途中であっても中断・
辞退できること，授業の成績評価とは無関係であること
などが明記され，口頭による説明も行った．また，学籍
番号の記載を求めたが，個人情報が特定されない ID 番
号に変換されることも記し，全ての項目への回答をもっ
て同意を得られたものと見なした．なお，今回の調査は，
研究機関において倫理審査を受けたものではないが，第
一著者の所属大学が発行する研究倫理要綱に沿って実
施した．
4 ．統計解析
　各下位尺度の得点について，性別（男子，女子）と調
査時期（調査－初回－，調査－最終回－）による二元
配置分散分析を実施し，交互作用が認められた場合は，
単純主効果の検定を行った．統計的有意水準 5％のもと，
分析には統計パッケージの IBM SPSS Statistics 24.0 を使
用した．

Ⅲ．結果
性別における心理的要素の経時変化
　大学新入生における心理的要素と性別および経時変
化との関係を明らかにするために，性別と調査時期（調
査－初回－，調査－最終回－）を独立変数とし，共感性，
共同体感覚，自律性欲求の下位尺度得点および特性的
自己効力感の尺度得点を従属変数とした二元配置分散
分析を行った（表 1）．その結果，性別および調査時期
に対して，個人的苦痛（F（1,94）＝ 10.70，p ＝ 0.00），
所属感・信頼感（F（1,94）＝ 5.88，p ＝ 0.02），独立（F

（1,94）＝ 5.01，p ＝ 0.03）の交互作用が有意であった．
そこで，性別と調査時期それぞれに単純主効果の検定を
行った．結果，個人的苦痛（図 1）では，「調査－最終
回－」では「性別」による有意差が認められた（F（1,94）
＝ 8.90，p ＝ 0.00）．また，「男子」では「調査時期」に
よる有意差が認められた（F（1,94）＝ 11.39，p ＝ 0.00）．
多重比較の結果，調査－最終回－における「男子，女子」
との間に有意な差が認められた（p ＝ 0.01）．また，男
子における「調査－初回－，調査－最終回－」との間に
有意な差が認められた（p ＝ 0.00）．次に所属感・信頼
感（図 2）では，「調査－最終回－」では「性別」によ
る有意傾向の差が認められた（F（1,94）＝ 3.23，p ＝ 0.08）．
また，「女子」では「調査時期」による有意差が認めら
れた（F（1,94）＝ 4.30，p ＝ 0.04）．多重比較の結果，
調査－最終回－における「男子，女子」との間に有意傾
向の差が認められた（p ＝ 0.08）．また，女子における

「調査－初回－，調査－最終回－」との間に有意な差が
認められた（p ＝ 0.05）．最後に独立（図 3）では，「男子」
では「調査時期」による有意差が認められた（F（1,94）
＝ 27.46，p ＝ 0.00）．多重比較の結果，男子における「調
査－初回－，調査－最終回－」との間に有意な差が認め
られた（p ＝ 0.00）．

表 1　性別および調査時期における各尺度得点
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図図11．．各各性性別別のの調調査査時時期期ににおおけけるる個個人人的的苦苦痛痛のの経経時時変変化化  
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Ⅳ．考察
　本研究では，大学新入生の共感性，共同体感覚，特
性的自己効力感，自律性欲求の経時変化について，性
別による違いを考慮した検討をすることを目的とした．
調査の初回時と最終回時の共感性（共感的関心，視点取
得，個人的苦痛，想像性），共同体感覚（所属感・信頼
感，自己受容，貢献感），自律性欲求（自己決定，独立）
の各下位尺度得点と特性的自己効力感の尺度得点を分
析項目として，二元配置分散分析を実施した．その結果，

「個人的苦痛」における男子と女子の調査初回時には差
がなく，最終回時には男子よりも女子の方が有意に高い
ことが認められた．また，有意傾向ではあるが「所属感・
信頼感」においても同様の傾向が見られた．したがって，
前期末での共感性や共同体感覚は女子の方が高く認知

している可能性が考えられる．加えて，男子の「個人的
苦痛」は大学生活を通して有意に低下し，「独立」は向
上したが，女子には認められなかった．一方で，「所属
感・信頼感」については，女子にだけ有意な向上が認め
られた．以上のことから，大学生活の前期期間を通した
心理的要素は，性別によって違いが認められる可能性
が示唆された．以下，それぞれの共感性，共同体感覚，
特性的自己効力感，自律性欲求の順に考察を進める．
　まず，共感性における「個人的苦痛」は，他者の苦痛
の観察により，自己に生起される不安や恐怖にとらわれ
てしまう程度を表しており，男子は大学生活を通して有
意に低下していた．一方で，「個人的苦痛」は，悲しん
でいる相手とその悲しみを共にし，悩んでいるときには
悩みを共にすることができ，このことが相手に対する思
いやりある行動の動機づけとなる側面も有していると
されている（井芹，2017）．したがって，ネガティブな
側面がある反面に，共感的な行動の始発になる可能性
が含まれているため，高めるべき視点とも考えられる．
また，松浦（2006）は，援助行動発動時における社会的
スキル，共感経験，援助行動経験の影響について検討し，
共感経験尺度における共有経験得点は女子の方が男子
よりも高く，共有不全得点は男子の方が女子よりも高い
ことを示した．つまり，他者に対する共感性は女子の方
が高いことを示唆しており，本研究の結果と一致するも
のであった．
　次に，共同体感覚では，高坂（2011）は「所属感・信頼感」
得点において女子の方が男子よりも得点が高いことを
報告しており，本研究の結果からも同様の傾向が確認さ
れた．特に，女子の得点においては大学生活を通して有
意に向上していた．「所属感・信頼感」は，所属してい
る集団やその成員を信頼できている感覚を意味するも
のであり，他者や集団からの影響が含まれている（高坂，
2011）．大学生活内での友人関係，サークル活動といっ
た関わり合いの中で小グループを形成し，それが時間を
経て親密になっていくことによって信頼感を感じるま
でに至ったのではないかと考えられる．また，初年次は
入学直後という不安が，人と仲良くなりたい，人に認め
られたいという親和動機が強く働いているとされてお
り（森・山田，2009），女子においてはその傾向が強く
現れるのではないかと推察する．
　続けて，「特性的自己効力感」については，今回の結
果では変化が確認できなかった．「特性的自己効力感」
は過去の成功と失敗の経験から形成され，個人差を持つ
とされており，同時に，特定の状況だけでなく，未経験
の新しい状況においても適応的に処理できるという期
待に影響を与えることが明らかにされている（成田ら，
1995）．したがって，本研究の調査時期は入学当初から
前期末にかけて実施されているため，単位修得のための
ハードルである前期末試験を経験しておらず，達成感を
得る機会が限定されている．これによって，高校段階ま
での成功と失敗の経験を基に調査時の「特性的自己効力
感」は形成されており，短い調査期間では変化が認めら

図 1　各性別の調査時期における個人的苦痛の経時変化

図 2　�各性別の調査時期における所属感・信頼感の経時
変化

図 3　各性別の調査時期における独立の経時変化
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表表11．．性性別別おおよよびび調調査査時時期期ににおおけけるる各各尺尺度度得得点点  

 

 

 

 

 

 

 

図図11．．各各性性別別のの調調査査時時期期ににおおけけるる個個人人的的苦苦痛痛のの経経時時変変化化  
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図図22．．各各性性別別のの調調査査時時期期ににおおけけるる所所属属感感・・信信頼頼感感のの経経時時変変化化 

 

 

 

 

図図33．．各各性性別別のの調調査査時時期期ににおおけけるる独独立立のの経経時時変変化化  

 

 

 
図図22．．各各性性別別のの調調査査時時期期ににおおけけるる所所属属感感・・信信頼頼感感のの経経時時変変化化 

 

 

 

 

図図33．．各各性性別別のの調調査査時時期期ににおおけけるる独独立立のの経経時時変変化化  
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れなかったと推察する．高畑ら（2015）は看護学生の「特
性的自己効力感」を学年別に比較し，1 年生が最も高く，
2 年生および 3 年生で低くなり，4 年生で再び高くなる
と報告している．これらを鑑みると，「特性的自己効力
感」は年間を通すといった長期的な影響を受けて変化す
る概念ではないかと推察される．
　最後に，自律性欲求では男子の「独立」のみ有意に向
上していた．男性は他者に依存せず，個人の考えで行
動する性質が強い傾向であるとする報告（鈴木，1994；
渡邊，2017）を支持する結果となった．また，看護学生
の自律性欲求と自尊感情，学習動機づけとの関連を検
討した佐藤（2012）の報告では，4 年制大学の「自己決
定」および「独立」の両側面とも自律的動機づけと正の
関係があることを報告している．さらに，各学年別での
検討では，全学年で「自己決定」は自律的動機づけを高
める結果であったが，「独立」は 2 年次でのみ同様の傾
向であると明らかにされている．したがって「自己決定」
の側面を高めることが望ましいと考えられるが，本研究
の結果では「独立」のみが有意に向上していることから，
学習動機づけの観点から見ると効果的な学びが実現し
ているとは言い難いものであった．本調査対象である
医療系大学の学生は，4 年次に資格取得のための国家試
験を控えており，1 年次から国家試験を強く意識づける
指導法が取られている．特に学業面に関する厳しさや，
国家試験受験資格を得るために必要な単位修得の難し
さなど，国家資格を得ること（理想）とそれが簡単では
ないこと（現実）のギャップに直面する．また，女子学
生に比べて男子学生は積極的に競争に取り組むと言わ
れており（長澤，2000），国家試験の受験資格を得るこ
とや国家試験合格といった目標を達成するには，同じ目
標を持つ周囲の学生（ライバル）よりも自己が優秀であ
ることを示す必要がある．その周囲と情報共有したり，
共に切磋琢磨するという意識が根付くことはなく，お互
いに関わることなく自分独自の勉強の仕方や試験対策
に取り組む傾向が強まったことによって，男子の「独立」
の得点も高まったのではないかと考えられる．

Ⅴ．まとめ
　大学新入生の共感性，共同体感覚，特性的自己効力感，
自律性欲求の経時変化について，性別による違いを考慮
した検討を行った結果を以下のようにまとめる．まず，

「個人的苦痛」における男子と女子の調査初回時には差
がなく，最終回時には男子よりも女子の方が高いことが
確認できた．女子においては男子と比して共感性が高い
結果となったが，「個人的苦痛」は特性不安や社会不安
と有意かつ正の相関関係にあるとされており（日道ほ
か，2017），過度な共感性は不安を助長させる可能性が
あるため注意が必要となる．一方で，男子の「個人的苦
痛」は前期期間を通して有意に低下した．「個人的苦痛」
は攻撃性を抑制する側面も有するとされているため（H．
マーク，1994），男子においては意識的に高める必要も
あるのではないかと考えられる．次に，「所属感・信頼

感」については，前期期間を通して女子にだけ有意な向
上が認められた．共同体感覚は，自己愛傾向と有意な正
の相関があるとされている（高坂，2011）．したがって，
女子は大学生活を通して「所属感・信頼感」を獲得す
ることにより，自分自身に対する肯定的な感覚を維持・
向上させているのではないかと考えられる．最後に，男
子の「独立」は向上したが，女子には確認できなかった．
先にも示したように，特に男子は独立した行動をとる性
質が強い傾向があるため，他者との協力が必要な場面で
自己を強調し過ぎるコミュニケーションエラーが生じ，
誤解を受けてしまうことが考えられる．したがって，男
子の自己中心的な行動の背景には，他者に従わずに自律
的でありたいという欲求が潜んでいることを理解して
おく必要がある．このように，性別ごとの心理的特徴を
考慮するとともに，対人コミュニケーションを良好にす
るためのサポート体制を充実させる必要があるのでは
ないかと言える． 

Ⅵ．今後の課題
　本研究の結果は，1 大学の新入生を対象に質問紙調査
を実施したものであり，全ての大学新入生に当てはま
る知見であるとは言えない．そのため，今後は複数の大
学新入生を対象とした調査を行う必要があると考える．
これによって，より一般化した大学新入生の心理的傾向
を把握することができる．また，本研究は短期的な期間
に着目したものであるため，確認できた心理的要素の経
時変化は僅かなものであった．したがって，大学生の能
力の向上を促す実践を検討するためには知見が不足し
ており，より広範な変化を捉えることが必要になるだろ
う．例えば，本調査協力者を 4 年次まで追跡調査を行い，
長期的な期間での経時変化を捉えることも一つの方法
であると言える．各学年次での経時変化を確認すること
ができるため，特にサポートが必要となる学年を把握す
ることが可能となる．さらに，性別による経時変化も合
わせて追うことが可能であるため，より包括的な知見の
蓄積に期待ができる．これらを踏まえると，今後は縦断
的な研究を行う必要があるのではないかと考えられる．
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